
令和６年度も折り返し

校長 有村 恵

朝夕は多少なりとも涼しくなってきました。朝の空を見上げると鱗雲が青空に高く掛か
っています。全国的に米不足の報道がなされていますが、稲穂は首を垂れ、黄金色の輝く
田園は実に見事です。昨今、日本は秋を感じる期間が短くなったということを聞くように
なりました。日本には、古くから「〇〇〇の秋」や「秋の夜長」など秋は、何をするにも
最適な季節と言われてきましたが、どうやら、そんな感傷的な秋の風物詩は少なくなって
きています。
さて、10月の声を聞くと、令和６年度も折り返しになります。それぞれの学年で過ごす

時も残すところ半年となりました。現学年の後半に向けてしっかりと取り組ませたいと思
っています。
私は、秋は「読書」。幼少期に本に親しんだ子供たちは、大人になってから、本の世界に

再び返ってくると言われます。本校では、学校図書館を中心に本を読みたくなるような環
境であふれています。私たちは目前にあることしか経験することはできません。しかし、
本の世界では過去でも未来でも、外国でも宇宙でも、どこでもそしてどんな世界でも一瞬
に行くことができます。さらに本の中では登場人物に自らを重ね合わせたり同化させたり
することができます。まずは読みたい本を読みながら次に幅広くジャンルを広げていくこ
と、これを機会に長編作品に挑戦することも大切なことではないでしょうか。毎月23日は
「子供といっしょに読書の日」です。読書をする時間を作りながら、本に関する会話等も
各家庭で行っていただけると大変良いことかと思います。
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11日(金） １･２年身体計測・視力検査
15日(火） 運動会全体練習②
18日(金） ALT４･６年 運動会設営
22日(火） 運動会予行 福祉体験学習４年

２日(水） ALT４・５年 24日(木） 給食引落日
４日(金） 芸術鑑賞会 25日(金） ALT５年
７日(月） 市教育委員会学校訪問 26日(土） 妙円寺詣り奉納行事
８日(火） 運動会全体練習① 27日(日） PTA妙円寺詣り行進

※１年生４時間授業 29日(火） ALT３年
９日(水） ５･６年身体計測・視力検査
10日(木) ALT３年

３･４年身体計測・視力検査



8月25日（日）に開催された「妙円寺地区夏祭り花
火大会」では本校器楽部がオープニングアクトを務め
ました。この日に向けて懸命に練習した成果を発揮し、
来場したたくさんの方々から大きな拍手をいただきまし
た。今月は地区敬
老会にも声をかけ
ていただき演奏で
きました。喜んでい
ただけることを励
みにこれからも頑
張ります。

市国際交流員のアルムさん（韓国）、ユザイ
リさん(マレーシア）が本校を訪れ、それぞれの
母国の文化について紹介してくださいました。
日本以外の国の文化を学び、互いに理解し合
い、仲良くしていく心を育てていきたいです。

4月18日に６年生が行った「全国学力・学習状況調査」結果
についての報告です。
平均正答率について、国語は県・全国平均並み、算数は県・全

国平均を上回りました。５年時より基礎・基本の定着に加え、活用
問題への取組も計画的に進めてきた成果だと考えます。中学校
へ向けても取組を継続していきます。
課題として、次の点が挙げられました。

【国語】 ○相手意識をもって必要な事柄を整理する力
○長文や複数資料から情報を取り出す力

【算数】 ○問題場面を正確に捉え、立式する力
○根拠をもち、数学的表現を使って説明する力

学力については個人差もありますので、実態に応じた個別指
導や習熟度別学習も充実していきたいと考えます。
また、質問調査では、「自分にはよいところがあると思います

か」という質問に対して、「どちらかといえば当てはまらない」「当
てはまらない」と答えた割合が本校は22.1％でした（県17.9％・
全国15.9％）。自分のよさについては、他者や集団との関わりの
中で気付くことができます。いろいろな場面でその子のよさを子
ども同士で見付けたり、教師から伝えたりする取組を続けていき
たいと思います。

9月26日(木）に鹿児島
大学工学部より講師をお
招きし、「音の不思議」に
ついて学習しました。音が
空気や物の振動を通して
伝わる様子を、数種類の
実験を通して体感すること
ができました。身近な事象について「どうしてだろう」と疑問
をもち、観察したり調べたりしようとする姿勢をこれからも大
切にしてほしいです。

9月22日(日）
の P T A バザー
は、あいにくの雨
となりましたが、
提供品、食事、ア
トラクションの各
ブースともたくさんの親子で賑わいました。企
画・運営いただいた事業部の皆様、ありがとう
ございました。実施できなかった大空会主催
の「逃走中」も、どこかの機会でぜひ。


